
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

9,501 7,524 18,083 38,407

21,000 18,000 73,000

9,501 5,880 3,084

16,687

□ 事業を実施しない ■ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

・放課後児童クラブの量的拡充のため、市町村への支援を引き続き実施
・従来の放課後児童クラブ整備費は、「子ども・子育て支援整備交付金」となり、運営費と同様、これまでの県経由の間接補助から市町村
への直接補助となる。

目標に対
する成果
の状況

放課後子どもプラン登録児童数は、共働き家庭の増加など社会情勢の変化により放課後児童クラブの利用希望が高まったことにより、目
標を上回った。

 概算事業費（B（A）+C） 20,654 31,301 33,893 129,746

1,652 1,652

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越

Aの
財源

34,404 39,167

概　算
人件費

0.20 0.20 0.20 0.20

1,652

19,002 29,649 32,241

1,652

0 0 0

25年度

34,404 46,876 121,168

6,926

合計（A) 19,002

成果目標の達成状況

項目

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26事業実績
H26 H27

（当初） （決算） （当初）
１．児童厚生施設（児童館、児
童センター）の創設等

直接
児童館・児童センターの創設、移転改築及び大規模
修繕を計画している市町村への施設整備費を補助

14,620 0 48,280

放課後児童クラブの創設、改築を計画している市町村
への施設整備費を補助

32,256

国庫補助等を有効活用しながら実施することが効果的である
次世代育成支援対策施設整備交付金要綱、社会福祉施設等整備事業補助金交付要綱、地域
福祉総合助成金交付要綱

課・室 こども・家庭課

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail kodomo-katei@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
７－２　子育て先進県の実現

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

市町村の整備計画に基づき、施設を設備する経費を補助することにより、子どもの安全・安心な居場所を提供する。

・子どもの安全・安心な居場所として有効に活用されており、都市部を中心に一定のニーズがある。
・ニーズに対して整備が進んでいないことから、整備促進を図る必要がある。
・市町村は、利用可能な既存の公共施設を利用した施設整備及び検討等行い、事業費の圧縮を図っている。

事業番号 04 10 18 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 児童館等施設整備事業 担
当
課

部局 県民文化部

３　子育て支援体制の充実 実施期間 S43 ～

県が関与
する理由

29,025人

県でなければ実施不可（その他）
【左記の説明、根拠法令等】

放課後子どもプラン（放課後子ども教室を含む）登録児童数　29,025人

Ｈ26 H27
目標

H25末
（実績） 目標 成果 達成状況

33,4000人

32,241 72,888

放課後子どもプラン
登録児童数

合計 46,876 32,241 121,168

２．放課後児童クラブの創設等 直接

29,656人 達成
128,094

28,979人

26年度 27年度

当初予算 19,002

補正予算 0 0 -7,709

区　　分（単位：千円） 24年度


